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【公表日】平成28年2月25日(2016.2.25)
【年通号数】公開・登録公報2016-012
【出願番号】特願2015-553206(P2015-553206)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｂ   3/54     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  37/02     (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｈ０５Ｂ   37/02     　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月12日(2017.1.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのＡＣ回路電力線通信（ＰＬＣ）インジェクションモジュールを含むシ
ステムであって、前記ＡＣ回路ＰＬＣインジェクションモジュールは、ＡＣ電力信号を受
け取るＡＣ電力入力部と、前記ＡＣ電力信号上にＰＬＣ信号を結合させるＰＬＣトランシ
ーバ回路と、ＡＣ電力及びＰＬＣ信号を出力する少なくとも第１のＡＣ回路出力部と、前
記ＡＣ電力入力部へ通過することから前記ＰＬＣ信号をフィルタリングするＰＬＣブロッ
キングラインフィルタと、前記ＡＣ電力入力部と少なくとも１つの前記ＡＣ回路出力部と
の間に接続される電力継電器と、ＡＣ出力回路を介して前記少なくとも１つのＡＣ回路Ｐ
ＬＣインジェクションモジュールに接続されるＰＬＣ対応装置にＰＬＣネットワークＩＤ
を割り当てる過程中に、選択的に第１のＡＣ回路が電力を出力することを有効にし、第１
のＡＣ回路出力部がＡＣ電力を出力することを無効にするように前記電力継電器を制御す
るプロセッサとを含む、システム。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのＡＣ回路ＰＬＣインジェクションモジュールが、前記ＡＣ電力及
びＰＬＣ信号を出力する少なくとも第２のＡＣ回路出力部を含み、第１のＡＣ回路出力部
及び第２のＡＣ回路出力部は、少なくとも１つの回路遮断器によって互いに隔離されてい
る、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのＡＣ回路ＰＬＣインジェクションモジュールが、前記ＡＣ電力信
号を受け取る少なくとも第２のＡＣ電力入力部と、前記ＡＣ電力信号上に第２のＰＬＣ信
号を結合させる少なくとも第２のＰＬＣトランシーバ回路と、ＡＣ電力及び第２のＰＬＣ
信号を出力する少なくとも第２のＡＣ回路出力部と、第２のＡＣ電力入力部へ通過するこ
とから第２のＰＬＣ信号をフィルタリングする第２のＰＬＣブロッキングラインフィルタ
とを更に含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
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　第１のＰＬＣトランシーバ回路が第１のＰＬＣネットワークＩＤを有し、第２のＰＬＣ
トランシーバ回路が第１のＰＬＣネットワークＩＤとは異なる第２のＰＬＣネットワーク
ＩＤを有する、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのＡＣ回路ＰＬＣインジェクションモジュールが、第１のＡＣ電力
信号とは異なる第２のＡＣ電力信号を受け取る少なくとも第２のＡＣ電力入力部と、第２
のＡＣ電力信号上に第２のＰＬＣ信号を結合させる少なくとも第２のＰＬＣトランシーバ
回路と、ＡＣ電力及び第２のＰＬＣ信号を出力する少なくとも第２のＡＣ回路出力部と、
第２のＡＣ電力入力部へ通過することから第２のＰＬＣ信号をフィルタリングする第２の
ＰＬＣブロッキングラインフィルタとを更に含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのＡＣ回路ＰＬＣインジェクションモジュールが、少なくとも第２
のＡＣ回路ＰＬＣインジェクションモジュールを含み、第２のＡＣ回路ＰＬＣインジェク
ションモジュールは、ＡＣ電力信号を受け取る第２のＡＣ電力入力部と、前記ＡＣ電力信
号上に第２のＰＬＣ信号を結合させる第２のＰＬＣトランシーバ回路と、ＡＣ電力及び第
２のＰＬＣ信号を出力する少なくとも第２のＡＣ回路出力部と、第２のＡＣ電力入力部へ
通過することから第２のＰＬＣ信号をフィルタリングする第２のＰＬＣブロッキングライ
ンフィルタとを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　第１のＰＬＣトランシーバ回路が第１のＰＬＣネットワークＩＤを有し、第２のＰＬＣ
トランシーバ回路が第１のＰＬＣネットワークＩＤとは異なる第２のＰＬＣネットワーク
ＩＤを有する、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　第１のＡＣ回路出力部に接続され、第１のＡＣ回路出力部からＰＬＣ信号を受け取る少
なくとも第１のＰＬＣ受信機と、第２のＡＣ回路出力部に接続され、第２のＡＣ回路出力
部から第２のＰＬＣ信号を受け取る少なくとも第２のＰＬＣ受信機とを更に含み、第１の
ＰＬＣ受信機は第１のＰＬＣネットワークＩＤを有し、第２のＰＬＣ受信機は第２のＰＬ
ＣネットワークＩＤを有する、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　第１のＡＣ回路出力部と少なくとも一つのＰＬＣ受信機との間のある点に接続されるＰ
ＬＣリピータを更に含み、前記ＰＬＣトランシーバ回路が第１のＰＬＣネットワークＩＤ
を有し、前記少なくとも一つのＰＬＣ受信機が、第１のＰＬＣネットワークＩＤとは異な
る第２のＰＬＣネットワークＩＤを有し、前記ＰＬＣデータが前記ＰＬＣリピータを介し
て前記ＰＬＣトランシーバ回路と前記ＰＬＣ受信機との間で伝達される、請求項１に記載
のシステム。
【請求項１０】
　複数のＰＬＣ送信機の１つにそれぞれ関連する複数のＡＣ回路を介して複数のＰＬＣ対
応装置に接続される、前記複数のＰＬＣ送信機を有するＰＬＣ対応電力及びデータ分配シ
ステムのための方法であって、前記複数のＰＬＣ対応装置のそれぞれについてＰＬＣネッ
トワークＩＤを既定のＰＬＣネットワークＩＤに設定するステップと、前記複数のＰＬＣ
対応装置のそれぞれが前記既定のＰＬＣネットワークＩＤに設定された後、前記ＰＬＣ送
信機のそれぞれに接続される前記複数のＰＬＣ対応装置のそれぞれに対し、当該ＰＬＣ送
信機に一意に割り当てられたＰＬＣネットワークＩＤを割り当てるステップとを含む、方
法。
【請求項１１】
　前記複数のＰＬＣ対応装置のそれぞれについて前記ＰＬＣネットワークＩＤを前記既定
のネットワークＩＤに設定するステップが、
（１）前記ＰＬＣ対応電力及びデータ分配システムによって使用される可能なＰＬＣネッ
トワークＩＤの有限一覧の中の被選択ＰＬＣネットワークＩＤを有するように前記ＰＬＣ
送信機のうちの選択されたものを構成するステップと、
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（２）前記被選択ＰＬＣネットワークＩＤに構成される選択されたＰＬＣ送信機に接続さ
れる任意のＰＬＣ対応装置を発見するステップと、
（３）発見された任意のＰＬＣ対応装置のＰＬＣネットワークＩＤを既定のＰＬＣネット
ワークＩＤに変更するステップと、
（４）可能なＰＬＣネットワークＩＤの有限一覧の中のＰＬＣネットワークＩＤごとにス
テップ（１）からステップ（３）を繰り返すステップとを含む、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記ＰＬＣ送信機のそれぞれに接続される前記複数のＰＬＣ対応装置のそれぞれに対し
、当該ＰＬＣ送信機に一意に割り当てられたＰＬＣネットワークＩＤを割り当てるステッ
プが、第１のＰＬＣ送信機に関連するＡＣ回路を除く全てのＡＣ回路への電力をオフにす
るステップと、電力オンのままである任意のＰＬＣ対応装置を第１の一意のＰＬＣネット
ワークＩＤで構成するステップと、第１の一意のＰＬＣネットワークＩＤを有するように
第１のＰＬＣ送信機を構成するステップとを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　第１のＰＬＣ送信機及び第２のＰＬＣ送信機に関連するＡＣ回路を除く全てのＡＣ回路
への電力をオフにするステップと、電力オンのままである任意のＰＬＣ対応装置を第２の
一意のＰＬＣネットワークＩＤで構成するステップと、第２の一意のＰＬＣネットワーク
ＩＤを有するように第２のＰＬＣ送信機を構成するステップとを更に含む、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数のＰＬＣ対応装置のそれぞれについて前記ＰＬＣネットワークＩＤを前記既定
のＰＬＣネットワークＩＤに設定するステップは、前記複数のＰＬＣ対応装置のそれぞれ
が、電源投入後の所定の期間内に前記ＰＬＣ送信機から前記ＰＬＣ信号を一切受け取らな
い場合、自らのＰＬＣネットワークＩＤを前記既定のＰＬＣネットワークＩＤに自動で設
定するステップを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記複数のＰＬＣ対応装置のそれぞれについてＰＬＣネットワークＩＤを既定のＰＬＣ
ネットワークＩＤに設定するステップが、前記ＰＬＣ対応装置に割り当てられたＰＬＣネ
ットワークＩＤに関係なく、前記ＰＬＣ対応装置の全てによって受け取られ得るグローバ
ルコマンドを前記ＰＬＣ送信機のうちの１つがブロードキャストするステップを含み、前
記グローバルコマンドは前記ＰＬＣ対応装置の全てに対し、自らのＰＬＣネットワークＩ
Ｄを既定のＰＬＣネットワークＩＤにリセットするように命令する、請求項１０に記載の
方法。
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